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子どもの近視の増加

引用：文部科学省 学校保健統計調査https://www.mext.go.jp/content/20241127-mxt_chousa02-000038854_1.pdf
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近視が進行すると

引用：医新会https://www.ocular.net/disease/myopia.html



近視進行抑制薬とは

・近視の原因となる眼軸長の伸びを抑え、近視の進行を遅らせる

引用：新薬情報オンラインhttps://passmed.co.jp/di/archives/19327



リジュセアミニ点眼液の治療対象となる方

・年齢：5歳～18歳

・近視の程度：軽度～中等度の近視（－1から－6程度）

・生活習慣：就寝前の点眼が毎日可能な方

・通院：定期的な眼科通院が可能な方

・費用：診察・検査→保険適用、薬代→自費



アンケート調査の目的

・認知度を把握する

・治療への意向を知る

・不安や疑問を把握する

・情報提供に役立てる



アンケート概要

・対象：６歳前後の子どもの保護者

（31件/112名）

・方法：無記名アンケート

・所要時間：約3～5分程度

・回答方法：選択式＋自由記述



質問①
近視の進行を抑えるための点眼薬（近視進行抑制薬）
があることを知っていますか。



質問②
お子さんが近視進行抑制薬の治療を勧められた場合、
使用を検討したいと思いますか。



質問③
近視進行抑制薬を使用する上で最も気になることは
何ですか。



質問④
近視進行抑制薬について、どのような情報があれば
治療を検討しやすいですか。



質問⑤
お子さんの近視の進行を予防するために、普段から
意識していることはありますか。



アンケート調査を終えて・・・

・回答率があまり高くなかった

→近視進行抑制薬についての説明不足

・近視進行抑制薬の認知度は高くないが、

保護者は治療に関心を持っている

・保護者が最も不安に感じているのは副作用である

・医師・薬剤師による説明の重要性が高い



まとめ

・近視進行抑制薬を知らない保護者が多かったが、

保護者の多くは、説明を受けた上で治療を検討

したいと考えていた

→メーカーからポスター等をもらって薬局内に掲示する

・最も不安に感じていたのは副作用で、治療を前向きに

検討してもらうためには、情報提供が重要である

→アンケート調査を行った幼稚園に詳しい情報を書いたもの
を配布する



ご清聴ありがとうございました
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